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【目的】地球の大部分を占める嫌気土壌圏には様々な結晶性酸化鉄が豊富に存
在するため、その生物学的還元反応は地球の炭素・エネルギー循環を理解する
上で重要である。しかし、結晶性酸化鉄の微生物還元に関する知見は乏しい。
本研究では、結晶性酸化鉄による集積培養系から分離した新規な Geobacter 
属細菌 5種（AOG1～ 5株）、Pelobacter 属細菌 1種（AOP6株）を結晶性酸
化鉄および溶解性鉄を基質とした培養試験により生理学的に特徴づける事を目
的とした。
【方法・結果】結晶性酸化鉄（Hematite、Goethite、Lepidocrocite、Magnetite）
または溶解性のニトリロ三酢酸鉄を電子受容体、酢酸を電子供与体として用い、
上述の分離菌 6株を 25℃で嫌気的に培養した。独自に最適化した鉄の 3N塩
酸抽出法を用いて結晶性酸化鉄による培養一ヶ月後の二価鉄生成を評価した。
溶解性鉄による培養試験では、二価鉄生成と酢酸分解、微生物の生育をプラトー
に達するまで追跡した。その結果、全ての分離株が溶解性鉄の還元により生
育することが示された一方で、結晶性酸化鉄の還元活性は AOG5株で他の分
離株と比べ有意に上昇していた。特筆すべきは、高い結晶性を示す Hematite、
Goethiteが AOG5株によってのみ還元され、さらに本株の Lepidocrocite培
養では対照系に比べ約 80倍の二価鉄生成が観察されたことである。現在、そ
の還元メカニズムを明らかにすべくゲノム解読を試みており、発表ではその結
果を合わせて議論する。
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【背景・目的】セレン化カドミウム (CdSe)は粒径 (1-10 nm)に応じた波長の
蛍光を示す量子ドット材料であり、様々な用途が開発されている。現在の合成
法は高コストかつ、有害な薬品や高温を必要とするため、我々は微生物による
環境調和型合成法の開発を目指し、CdSe合成細菌として亜セレン酸 (Se(IV))
還元能とカドミウム (Cd)耐性をもつ Pseudomonas aeruginosa RBを単離し
た。本研究では CdSeナノ粒子の合成条件の最適化を目指し、培養条件の検討
を行った。
【方法】RB株を Se(IV)と Cdを含む培地で、温度 (25~45°C)、塩濃度 (0.05~20 
g/L)、pH (6~8)を変えて培養し、水相中の Se(IV)と Cdの濃度変化を調べ、
さらに透過型電子顕微鏡およびエネルギー分散型 X線分析により生成粒子の
観察と元素分析を行った。
【結果・考察】水相からの Se(IV)と Cdの除去速度、およびその比 (Se/Cd比 )
を基準に RB株による CdSe粒子合成の最適化条件を検討した。その結果、
30°C、NaCl 0.05 g/L、pH 7において両者が良好に除去され、培養 48時間後
に Se/Cd比が理想値である 1.0に最も近づいたため、これを最適条件と判断
した。これより高温側では反応速度が低下したが、塩濃度は 5 g/Lまでは大き
な影響を及ぼさなかった。一方、高い pHほど Se/Cd比の低下が認められ、粒
子中の硫化カドミウムの割合が増加することが示唆された。また、酸性～中性
域では Se/Cd比が 1を超えたが、これは元素態セレンの生成によるものと考
えられた。培養条件による生成粒子の粒径 (約 10 nmと約 90 nmが混在 )に
大きな変化はなく、実用化には小粒径化条件の検討が求められる。
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【背景と目的】先端産業の技術革新と普及により、有用金属資源の確保が求め
られる一方、使用済み機器類は有用金属が残存したまま廃棄されている。これ
ら廃棄物からの有用金属の再資源化技術のひとつにバイオリーチングがある。
当研究室では環境水中から集積培養した好酸性鉄酸化菌を用いて、既往研究に
比べ低 Fe2＋濃度で効率的に廃基板をバイオリーチングできることに成功した。
そこで本研究では、この集積培養系の詳細な増殖特性を明らかにすることを目
的とした。
【方法】TSBを含む硫酸酸性培地 (pH1.9) 50 mlに Fe2＋を終濃度で 1～ 60 
mM添加し、植菌した。これらを 28～ 55℃で培養し、経時的に Fe2＋濃度変
化を測定した。また、クローンライブラリー法により群集構造解析を行った。
【結果と考察】集積培養系は 28℃では 1～ 7 mMの Fe2＋を、その他の温度で
は 1～ 15 mMを 36時間までに酸化した。廃基板のバイオリーチングに関す
る既往研究では多くの場合 30 mM以上の Fe2＋を添加するが、そのような高
濃度条件では増殖が遅くなることがわかった。得られた集積培養系は低濃度の
Fe2＋に対して増殖速度が速いことが明らかになった。さらに、この集積培養
系はおよそ 80％を Sulfobacillus 属細菌が占めていることがわかった。
【謝辞】本研究は平成 25年度環境研究総合推進費補助金（課題番号
3K133012）の助成を受けて行った。
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【目的】こんにゃく製造時に副産物として生じる飛粉は多くのタンパク質や糖
質を含んでいる一方，えぐみや刺激臭があることなどから有効な利用法が確
立されておらず，焼却による CO2の増加，焼却コスト増による農家への負担，
悪臭などが問題となっている．本研究では，飛粉に含まれるタンパク質・ペプ
チドの有効利用を目的として，各種プロテアーゼによる飛粉タンパク質の加水
分解を行い，得られたタンパク質・ペプチドの機能性について評価した．
【実験方法】プロテアーゼおよびペプチダーゼを組み合わせて使用した．加熱
処理（121℃，20分間）した飛粉と 50 mM Phosphate buffer (pH 7.0)を 5：
100（w/v）で混合した後，タンパク質あたり 1%（w/w）の酵素（2種類）を
それぞれ添加した．3時間の酵素反応後，遠心分離（20，000× g， 10 min）
により培養上清を回収した．得られた溶液は，限外ろ過膜（MWCO 10,000）
を用いて高分子成分の除去を行った．タンパク質濃度は Lowry法，分子量分
布はポリアクリルアミドゲル電気泳動（SDS-PAGE）を用いて評価した．微
生物の増殖性評価は濁度法（O.D. 650 nm）を用いて行った．
【結果】加熱処理した飛粉にパパインとペプチダーゼを添加した結果，飛粉タ
ンパク質の低分子化が確認された．タ調製した飛粉ペプチド溶液を限外ろ過
（Mw<10,000）した後，有益微生物の増殖に対する影響を評価した．その結果，
ビフィズス菌の増殖の促進効果が確認された．現在，増殖促進物質の特定を行っ
ている．
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